
１．三重県での若者自立支援への取り組み

石阪　みなさん、こんにちは。三重大学の石阪と申します。本日は、御三方にパネリストになっていただき、三重県の若者の自立支援のあり方を総括し、その先にどのような課題があって、どのような提言をしていけばよいのか、をみなさんとともに考えていきたいと思っています。先ほど県の部長や特命監からもお話がありましたが、三重県には、サポートステーションといわれる、若者自立支援の拠点が３つあります。三重県ぐらいの人口規模で３つもあるところは、他にはありません。さらに、若者就労支援ネットワークというしくみを持っています。行政、ＮＰＯ、学校関係者、そして私のような大学関係者も含めてネットワークの体系をつくって、様々な取り組みを続けています。これも、すでに数年間続けていますが、官・民・学が連携して、若者自立支援をやっている県というのは、他にもあまりないケースといってよいでしょう。つまり数年前から三重県はかなり、他県に比べてハイレベルな形で、若者自立支援を続けている、といってよいと思います。

　

２．浮かび上がってきた課題

石阪　ただ、課題もあります。一つ目は、冒頭でも紹介されましたが、昨年からの景気の悪化です。若者自立支援も、それ以前はかなり順調に進んできていました。就労、あるいは正社員へと結びつくしくみができ上がりつつあったのです。しかし、一転して企業サイドは、採用を絞り込みました。つまり、自立をしたが、就職、採用に結びつかない。こうした問題をどう考えていくのか、ということです。

　二つ目は、「若者自立支援」という場合の「若者」。これが多様化してきているということです。若者というのは、一応、20代から30代前半くらいをさしていますが、実際に若者の皆さんと面談を重ねていくと、いろいろな事案、ケースが出てくるということです。本当に家から一歩も出ることのできない、いわゆるひきこもりの方もいれば、普通に社会活動はしているが、なかなか自分の思うような仕事に就けない無業の人もいます。これらをたんに「若者」とひとくくりにしてしまっていいのかという問題があります。

幸いにも、今は国の緊急雇用対策等で、いろいろな雇用のバリエーションが出てきたわけです。ただそれが、意外に使い勝手が悪いのか、なかなか正社員の就業に結び付かないというジレンマがある。さらに、県も毎年いろいろな取り組みをしています。そのあたりも今日は自立支援センターの水谷さんからお話を伺ってみたいと思います。あわせて、高校中退者や卒業後の離職者への学校サイドの取り組みなども、お話しいただきます。いろいろな立場からのお話を期待したいと思いますので、今日はパネリストのみなさん、どうぞよろしくお願いいたします。　

では、早速ですが、１時間という限られた時間ですので進めていきたいと思います。まずは、自己紹介も兼ねて、ご自身の取り組みについてご報告いただきたいと思います。一見さんからよろしくお願いします。

３．いが若者サポートステーションの誕生秘話

一見　よろしくお願いします。伊賀市社会福祉協議会の方で５月18日に立ち上がりました、『いが若者サポートステーション』の方で統括コーディネーターを務めさせていただいております。

設立したばかりというところがあるわけですが、開設したところで、私自身が今の会社に入って今年で、10年目くらいになります。

その後、丸８年くらいは地域福祉権利擁護事業の専門員をしておりました。認知症高齢者、知的障害者、精神障害者を対象とした金銭管理の事業です。それをやりながら精神障害者の自立支援に携わってきました。そして、そういう方々の相談にのっている中でみんな「働きたい」と思っていらっしゃるんですね。その中で就労支援のシステム作りをしてきました。それで、この４月に厚生労働省の方から、サポートステーション事業の委託を受けることができて、こういう形になりました。

今の取り組みの状況なのですが、アンケート調査をしていますが、６種類（６項目）あります。民生委員用、企業向け用、市民向け用、教育委員会からの不登校に関する分析データ、国勢調査の分析、個別支援ケースの分析があります。個別支援ってどういう背景があってニートになっているのか？どんなことをするのか、もしくはニート、およびひきこもりからどういうきっかけで脱出することができたのか、今年いっぱいをかけて分析していこうと考えております。

その委員会の委員長の石阪先生に就任していただいて、伊賀の方ではこういうことが進んでいる状況だと報告しましたが、現状地域の実態を把握した上で、そこに即した形での相談・支援の体制をきちんとしていこうと動いております。その相談支援体制の中心に位置づけられるのが、若者サポートステーションだという形での取り組みを進めていっているところです。簡単ではありますが、後ほどまた、具体的にどんな相談が来ているのかなどの事例についてもお話しますが、とりあえず自己紹介と概略についてお話しさせていただきました。

石阪　はい、ありがとうございます。先ほどいただいた質問用紙の中に「三重県の中に支援の場所が３箇所あるということだが、どこか教えてほしい」というものがありましたが、一見さんがいらっしゃる伊賀、津、そして伊勢にあります。この３つということになります。これらそれぞれを、サポートステーションと呼び、そこに若者あるいは、保護者が気軽に相談ができるような体制をしいています。

また、具体的にどんなケースがあり、相談をされているかは後で伺ってみたいと思います。県内に３つ、地域ごとに広く渡っているということですね。続きまして、水谷さん、よろしくお願いします。

４．教育委員会と若者自立支援センターの役割

水谷　みなさん、こんにちは。三重県教育委員会で、高校教育室の進路指導・入試グループを担当しております、水谷と申します。先ほど石阪先生からご紹介がありましたが、県教育委員会の指導主事を勤めながら、兼務で生活・文化部において自立支援担当として週に１回アスト津の３階の自立支援センターで仕事をしております。

　それで、教育委員会で私がやっている仕事というのは、皆様もご存知の通り、学習指導要領が小・中・高と改訂されてきたように、小中高の１２年間の学びの発達は、学習指導要領の中で明記されていますが、今までキャリア発達については、どのような形で職業観、就業観を育んでいくのか、自立した社会人として必要な力を育成していくのかが、１２年間のキャリア発達の流れが今まで明確に示されてこなかったのです。それで、平成16年に文部科学省が、『キャリア発達の育成』という形で、１２年間のプログラム例を組みまして、それを各学校の授業で意識して取り入れていただこうという取り組みを今進めているところです。

　ですので、皆さんがキャリアと言われると、いわゆる職業理解、仕事理解、仕事に就くこと、など狭い意味で捉えておられる方が多いかもわかりませんが、そうではなくて、先ほどの太田先生の講演の中でもありましたが、人間関係形成能力、情報活用能力、将来設計能力、意志決定能力、この４つの能力を育むために、どんなしくみを授業の中に入れたらいいのか、どのような指導を意識したら、生徒との関わりの中でそのようなものが育めるのか、小・中・高とお互いに共有し合って、取り組んでいこう。そういう事業を進めているのが、私の教育委員会での仕事です。

　次に、自立支援センターの方の私の仕事は、高等学校を中途退学した生徒で進路がまだ未決定の生徒や、就職が未決定のまま卒業していく生徒、それから卒業生で何度も就職にチャレンジしたがうまくいかないので、「助けて」と学校に言ってきた生徒、それから在学中であっても、いろいろな課題、悩みを抱えてうまくいかない生徒、そのような生徒に対し、この自立支援センターの取り組み、支援の内容を先生方が、本人、保護者の方に説明をして、それを使うか使わないかは保護者の方の決断ですが、この自立支援センターに引き継いで、支援をしていく。そして自立支援センターの周りでは、それぞれにいろいろな支援のできる機関が、周りにありますので、そこへつないでいく。そのようなことを今は模索しながらやっている。そのような状態で教育委員会と、生活文化部の自立支援センターを兼ねて、やっているところです。

石阪　ありがとうございます。数年前まで、三重県も他の自治体と同じように『若者支援』というのは、縦割りで行っていました。三重県にはいろいろな部局があります。たとえば生活部であれば雇用支援。教育委員会は教育に関すること、企業であれば農水商工部となるのでしょうか。これらに若者支援という側面での政策的連携がなかったんですね。

　若者支援といった場合に、それぞれ縦割りでばらばらで、まして重複することをしていたら、それこそ予算の無駄ですね。どうやって、横の連携をはかるか。それが一つの大きな課題だったのです。特に学校教育の分野は絶対に入ってこなければいけない。何故なら、たとえば高校中退者や卒業後離職者に対処するには、やはり高校の先生の力を借りざるを得ない。そこで、選ばれて来られたのが、水谷さんです。現在、自立支援センターに兼務という形で入っておられます。三重県では、自立支援センターの設立と同時に、こういうしくみができ上がって横の連携が取れるようになってきました。これは大きな前進です。他の県だと、まだそこまで行っていないところもたくさんあります。今、三重県はようやく、スタートがきれたところです。

高校を出た後どうするか？特に就職に失敗してしまった。あるいは就職したけれども、すぐに辞めてしまった。こうした人たちを、高校の先生と県でどうやってサポートしていくか、このあたりも後で伺っていきたいと思います。

最後になりましたが、改めて太田先生、講演からのバトンタッチということで、こちらの方に来ていただきましたが、いかがでしょうか？先ほどは家族や個人の問題をいろいろお話しされていましたが、今日のテーマでもある、つなぐ、連携するということについてはどうでしょう。なかなか個人や家庭の中で解決できないことも多いなかで、今一番必要なことというのは、外部機関との連絡の取り合いだと思うのですが、そのあたりを先生はどのようにお考えですか？課題も含めてお話しいただければと思います。

５．学校や地域との連携と段階を踏んだ援助

太田　実は専門が社会心理学ですので、援助行動についての説明を最初の挨拶でしようと思っていたのですが、今石阪先生から質問をされて、ちょっと困ったのですが（笑）、実は連携につきましては、心理学の分野ではコミュニティ心理学というものがあります。この心理学の枠組みは、実は社会心理学の実践科学として落とし込むときに、とても重要な考え方だと思います。援助のことをサービスといいますが、それを３つの段階に分けていきます。

　１つ目の段階は、一般的に沢山の人に対して問題が起こる前に、予防的な情報を流すということです。その役割を担うのは、主にやはり行政である。

第２に、「実はこういうものには、こういうところで、こういう問題があります」と問題が特化されるようになり、焦点を当てることができるのは、実は学校なのです。学校というのは、どういう機関かというと、確かに子どもたちに勉強を教え、社会に出た時に間に合うことができるように、適応能力を高める機関であります。これからは、学校は勉強だけではなく、保護者の方も、子どももそうですが、自分が困っていること、うまくいかないことについて相談のできるような窓口になっていくといいと思います。けっこう地域の人がコミュニケーションを取りやすい窓口でもあります。ですから、先生方が教科指導だけではなく、その効果を上げるためには、それを取り巻く生活環境についての適正化というものに対する重要な情報を掴みつつ、解決方法の連携もそこでできるだろうということです。

第３次予防は、これはかなり問題が長期化して、しんどくなってきた子たちに、専門的な援助、治療を施していくことです。それが再発を防ぎます。この３つの段階だと思います。

この３つのケースを見ていくときに、先ほど申し上げた行政・教員・家庭・地域・専門家という５つの状況の人たちが連携せざるを得ない。そうなった時に、誰が主体となってつながりや連携を促していくのか。一番しんどいと思っている人の身近にいる家族、先生。その人がしんどい思いをしていると、その人本人だけではなく、ご家族も動けなくなっている場合があります。その近くにいる人たちが働きかけをしていって、連携の機能がうまく続くかどうか、これが問題解決の大きな一つの糸口になると思います。

石阪　はい。また先生には、いろいろなコメントをいただきたいと思います。ちょっと話を先に進めたいと思います。一見さんに伺いたいのですが、サポートステーションを立ち上げられて、若者の自立支援に関わるようになりました。設立までの経緯、いろいろな課題をおそらく抱えていらっしゃると思いますが、そのあたりについて教えていただけますか。多分何もないところに、いきなり「一見さん、お願いします」と、ポンと来られた。若者支援といっても、一見さんは私が知り合った当時は社会福祉協議会の職員でいらっしゃった。先ほどご紹介にあったように、精神障害もご専門だった。それが今は「総括コーディネーター」という形で若者支援にあたっている。そういったことのご経験も含めて、お話しいただければと思います。

６．協議会の仕事の中で見えてきたニート問題

一見　はい。元々とおっしゃいましたが、今でも協議会の職員としてやっています。元々連携していた支援がいろいろ関わっていく中で、次々に課題が見えてくるのですよね。ひきこもっている方々もいらっしゃいますし、ニートの問題も課題として上がってくる。その中で社会福祉協議会の評議委員の中から、「社協ではニートの対策はやらないのか」という意見が出たのです。実は局長がその場で、「やります。担当は一見がやります」と言われてしまったらしいのです（笑）。次の日に私が呼ばれまして、「ニート対策やることになったから、よろしく！」と言われ、やることになりました。「どうしようかな」と（笑）。今まで抱えていた仕事もあったので、そう思いながらも、地域のニーズがある限りは、社協としてやらなければならないだろうというのが、社協の理念としても掲げてあり、動き始めたのが２年ぐらい前です。

　それから、「じゃあどうやって始めていこうか」という話になって、行政の担当はどこなんだろう、と聞いたところ商工観光課というところが、ニートの対策窓口だったのです。なぜ商工観光課なのか？（注：伊賀市の場合）市役所に電話をしたら、福祉の方ではしていないと言われて、いろいろと聞いていったら、商工観光課だったのです。聞いてみると「ああ、ウチだ」と言われました。いろいろ話を聞いてみると「国の方からもいろいろとやろうと言われているから、一緒にやろう」と言ってくださって、そこからどんどん広がっていったのです。それで、教育委員会の方にも訪問させていただいたりもしながら、話をして仲間に引き入れていくかたちで、行動を広げていき、いろいろなＮＰＯや、障害者支援センター、社協の中でも民生委員担当部というのがありまして、そこの部署に入ってもらいました。回を追うごとに、ネットワークが広がっていき、2年前から毎月１回、委員会を立ち上げて開催しています。目的としてはどうやったら相談支援を、きちんと受けていけるかの体制作りを目指して、今は動いています。サポートステーション事業の申請が運良くとれたので、これを収穫にして相談者の支援体制作りをしようという方向で話を進めています。

７．実際にやりたいことを体験させる大切さ

　それから、苦労していることと言いますか…今、どんどん相談が来ています。高校からもいろいろな話が来ています。実際に卒業をしたけれども、なかなか就職も進学もせず、家にひきこもっている子がいる。そこの先生は、結構熱心に支援をしてくれて、高校を卒業しても関わりを持ってくれている。そこから話をしてくれて、つながったケースもあります。先生がウチのサポートステーションのチラシをひきこもっている子に見せて話をしてくれて、その子はチラシ片手に、突然アポイトメントもとらずに、電車を乗り継いで来て下さったんです。喋らない子で、「どんな仕事がしたい？」と聞いたら、１分ぐらいしてから返答が返ってくる。そういう子なのですが、１分後には、けっこう的確な返答が返ってくるのです。「スーパーで働きたい」「スーパー？どんな仕事」と聞いたら、「魚をやりたい、魚の工場で働いてみたい。」「じゃあ、魚屋さんの見学に行ってみる？」と聞くと「行きたい」。「今から見学に行けたら行ってみる？」「行く」それで、どうしようかと思って、たまたま知り合いに魚屋さんがいたので、電話をかけて「今から行ってもいいですか？」と聞くと「いいですよ」と言ってくれた。その足で見学に行きました。すると、結構興味を持つのです。魚を捌いている姿、手際のよさ、見事でしたから、いろいろと興味が湧くのでしょう。

そこからさらに魚屋さんに交渉して、「体験させてもらえませんか？」「いいよ」ということで、１週間後、体験することになりました。実際、魚屋さんは朝が早いですねぇ。４時に起きます。朝、魚の卸市場で魚の卸しをやっているところに、買い付けに行くのです。マグロの解体作業も彼と一緒に見させていただいて「ああ、凄いなあ、働くって」と彼は興味津々でしたね。私と二人で行ってきましたが。そこの魚屋さんでもいろいろな体験をさせていただいて、実際にお惣菜を作ったり、それを配達に行ったり。頭を落としたり、内臓を出すという作業を手伝わせてもらったり。お昼までの半日の体験だったのですが、お昼に伊賀のサポートステーションに帰って来た時は、彼はもうぐったりしていて、帰りのバスの中で寝てしまっていました。朝早かったせいもあります。ちょっと無茶をさせてしまったところもありました。私もヘトヘトでした。（会場笑い）

でも、いろいろな体験をしたら、社会で働くということの実感はかなり得られたようです。実際、まだ立ち上がったばかりなので、高校との連携もそれほどあるわけではないのです。高校を卒業して、たとえば今のケースは何もしてなかった状態なので、もっと早い段階、つまり在学中からのつながりができると、もっともっとスムーズに、社会に出ていくことができるのではないかと思っています。高校時代からサポートステーションとつながる中で、社会とつながる体験ができて、それこそキャリア教育に繋がっていくのではないか。そこのところが学校の先生とも関係が続いていくといいと思っています。以上です。

石阪　サポートステーションについては、チラシにも書いてありますが、実はいろいろな事をされていらっしゃいます。今のお話はたとえば労働体験ですが、一緒に行っていただけるみたいですね。あとこれは保護者向けセミナーですが、料理教室もやっていらっしゃいますね。これは若者達が集まってみんなで料理をするのですか？

一見　そうですね。以前は、やはりコミュニケーションスキルが低い方が多いので、まずはその練習ですね。就職活動をするのにやはりちゃんと話せないと面接に受からないですからね。そこのところのスキルをある程度まで向上するために、グループワークの延長線上で料理教室をしています。

８．いざという時に誰に相談するか　→　薄い存在の父親・先生

石阪　もし、またいくつか事例がありましたら、教えて頂きたいと思います。

さて、今、高校での問題が提示されましたが、実は、2006年に私どもが三重県から委託されて行なった調査があります。

実際に働いていない若者に、進路について相談できる相手は誰ですか、という質問をしました。実は、多かった相手は、お母さんと友だちでした。特に高校時代の友達を、みなさんが強く意識されています。その次が、専門のカウンセラーです。

ちょっと不安に思ったことは、学校の先生とお父さんの存在が全くなかったことです。若者が将来について相談する際、先生やお父さんは子どもにかなりいいアドバイスをしてくれるはずだと思っていました。

ところが、家庭においては父親、または社会において先生とのつながりが極めて薄い。私はここに一つ大きな問題があるのではないかと思います。お母さんが全部、家庭およびその子の人生を引き受けてしまっている。それが駄目だと専門家に預けてしまう。

そうではなく、じゃあ、お父さんや、学校の先生は何をしているのか？という話になってきます。そこで水谷さんに伺いたいのですが、高校での今の取り組み、かつてはたとえば卒業後の追指導とか、中退者の支援などはなかなか難しかったと思うのですが、今は高校でどのような対策・取り組みをされているのでしょうか？ 

水谷　大きく分けて３つの柱があります。私が学校と共同で取り組んでいる事業なのですが、まずは小・中・高のつながりを、キャリア発達を育むという観点で、地域内で連携して取組んでみましょうということで、同じ市内の小学校、中学校、高校と市町の教育委員会と県の教育委員会が連携して、小中高の学校の先生方にキャリア教育を取り組んでいただきます。そこでは、授業の交流もありますが、それだけではなく、人間関係形成能力を12年間、どうやって育むか、職業観をどうやって育むのか。たとえば、職場見学、職場体験、インターンシップを行っているといっても、同じような内容の繰り返しでは新しい感動も生まれませんし、気づきも深められないし、職業観などの幅も広がりません。個々によって発達の段階が違いますから、刺激の受け方やふり返りの仕方がそれぞれに違います。ですので、そのあたりをどのように先生方が気づいて、子どもたちに気づきを深めさせていくのかということを研究していただく。そういったところに、学校だけではなく、地域、企業と連携した取り組みがあって、今、７地域で展開しております。

２本目の柱は、先生方のキャリアカウンセリングのスキルを高めていただくな取り組みです。

カウンセリングへの関心だけではなく、スキルを磨いていただきましょうと取り組んでいます。

　子どもたちとの話を普段から傾聴できるか。いわゆる話し方の作法は学んでいても、聞く側の作法はあまり学んでおりません。私も含めて、皆さんもそうだと思いますが、この聞く側の作法を先生方にも学んでいただいて、児童生徒の話す力をサポートしていただきたいと思います。

それから生徒との授業の中から、そういった力を引き出して、学習意欲をたかめれば、授業の展開がどんどん変わっていくことに気づいていただいて、生徒との信頼関係作りから始まって、最終的には、先程言った４つの能力を育んでいっていただきたい。これが２本目の柱です。

３本目は、やはり私は高校担当ですので、高校の授業で、職場体験や、総合的な学習の時間、起業家教育、それから普段の授業の中で、小学校・中学校から育んできたものを、高校でどうやって受け止めて伸ばしていくのか。社会・大学へ送っていくか。そういったところに、キャリア教育の視点を当てて取り組んでいただいています。

そういった３点に重きをおいて、私は今、主に高校を担当しています。最後になりますが、追指導という言葉が石阪先生の方からありましたが、学校を卒業して１年目の生徒も追いかけています。たとえば卒業して企業へ就職した、自分たちが送り出した子が、頑張っていけているか、うまくやっていけているか、激励訪問をしています。「元気でやっているか」「どうですか？」上司の方と本人を前にして、「どうや」という形です。また、上司がいなくなった時に、いろいろ話をして、離職を思い留まってくれる子もいます。離職していく生徒もいます。進路指導部の方に夜にふらりと、相談に来る子もいます。しかし、そういう追指導には限界があります。新１年生も入学してきますので、卒業後２年も３年も追いかけていると限界があります。できる限り新しい生徒の就職を開拓しながら、「頑張っているか」という卒業後の訪問指導を、努力して回っているという現状をお知りおきください。

９．これからの高校生の支援に必要な３要素　～在学中から卒業後まで～

石阪　私が、高校の先生とお話をさせていただいた時に、三重県の高校教育現場で足りないものが３つあると感じました。

一つは、高校中退者への支援です。これについては学校の先生と行政が連携して中退者を支援するしくみを作らなければいけない。

　二つ目は、先ほど水谷さんがおっしゃったように、卒業後の指導です。つまり、会社に就職はしたが、辞めてしまう子が沢山いる中で、どうやって追指導、フォローをしていくのか、これが二つ目の課題です。

三つ目が、これは意外と知られていないですが、内定してから卒業するまでの間のフォローです。つまり、高校生は秋に内定が出ます。就職するのは４月ですから、半年間、時間をもてあましてしまうわけです。この間に何かできないのか？普通はみんなどうするのかというと、学校に行かないで、車の免許を取りに行くなどして「もう就職が決まったんだ」と緊張感を保てなくなる場合があります。この半年間をどうやって支援するのかが、大きな課題となっています。

ただ、じゃあ卒業するまでの残りの期間、これをどうやってフォローしていくのか？実はこれが学校教育の一番恐ろしいところです。学校の進路指導の先生は「進路が決まったら終わり」というところが心のどこかにあるわけです。

太田先生いかがでしょう？一見さん、水谷さんにそれぞれ課題を上げていただきました。いろいろあると思うのですが、まず一つは、たとえばさっきおっしゃったように父親や先生方がどうやって、若者支援に関わるかという問題。それと、学校同士の連携やサポートステーションとの連携、子どもたち・保護者との関わり、これらのことについて、実際にアドバイスをいただけたらと思うのですが。

10．サポートステーションと両親（特に父親）・教師の役割

太田　まずその前に、若者サポートステーションの３つの取り組みについてなのですが、実は援助といいましても、いきなり心の悩みを相談してくれる生徒さんはいなくて、特に男女差が非常に激しくて、女性は「話を聞いてもらいたい」と、一緒に活動をしていると話が中心です。ところが、男性へのサポートの場合、悩みを聞いたり相談することで問題解決するよりも、ボランティア体験・料理教室などといった具体的な動的サポートを手段として、体験することで、それが実際役に立っているという実感を得ることが援助に繋がるのです。また、女性についてはコミュニケーションスキルというものが非常に重要です。実際にコミュニケーションをする時に、単に音声言語だけのコミュニケーションだけではなく、表情や体の位置、手の動かし方などが、相手にどんな印象を与えるのかということも理解できていれば、より有効な手段となります。

ただ、現場の中で一番危惧されるのが、具体的なサポートプログラムやサポートシステムはできてはいるのですが、偏りが見られるというのは一つの課題だと思います。どういうことかというと、一般的にサポートする場合は、道義的な援助から情緒的な援助、となっていきます。簡単に言いますと、道義的な援助とは、学習・健康・対人関係などの周辺的なことであります。お料理や工作、直し方など、人と話さなくても、マニュアルを見ればできることを一緒にやりましょう、ということです。それではサポートと感じられないのです。「こんなことがありますよ、参加しませんか」というお話をしていく。その中で関係ができてきたところで、初めて心理的に居たくなる。「もしこの後も話をしていきたければ、話をしていってください」と声をかける。そこで、その人は話さないけれども、みんなの話を聞いている。だんだんニーズが出てきて、最後の一人も話せるようになってくる。こういった段階を踏むことができればサポートシステムの機能も効果的に果たせると思います。

もう一つは、サポートシステムとは別に、援助者の問題があります。この問題では、確かに教師と父親が、援助者に特定されることは少ないです。しかしソーシャルサポートの質的な研究では、援助者として教師や父親がノミネートされることはあります。それは、情報的な援助についてはできているんですね。「お父さんの会社はどうなるの？危ないの？」という子どもの質問に父親が「この会社は危ない、儲かってないなぁ」と答える。教師についても「先生、この大学はどう思いますか？」と聞くと「今から勉強すればまだ大丈夫だろ」と答える。道義的で情報的なことについては良いのです。しかし、心の中を割って話すとなると、この両者は援助を求める人たちに、どうしても評価を下されるのです。評価懸念といいます。「お前みたいな奴が」ということを言われます。「教師から成績が悪いと、父親からお前は甘いと、言われるんじゃないか」というところに、やはり問題がある。

母親ならともかく無条件に関心を持ってくれるであろう、友人なら同じ背丈で物事を考えてくれるであろう、専門的カウンセラーでも信頼を寄せていれば援助を求めることはできるのではないか、と頼って相談してくれるでしょう。

11．サポートステーションでの試行・こうすれば就労につながる

石阪　そういう意味では、父親、母親とでは援助のタイプが違う。情報的か、情緒的な支援か、という話ですね。それがアンケートの結果として出たわけですね。ありがとうございます。

一見さんは他にもいくつか活動があって、サポートステーションで相談がどんどん増えているということですが、今のお話も含めて、援助者の問題や、実際に支援をしていくうえでの工夫など、いろいろと試行錯誤されていることがあると思います。こうしたらうまく就労に結び付いたという事例などがありましたら、お教えいただきたいのですが？

一見　そうですね。いろいろなケースの相談がきています。５月に立ち上がりまして、６月にのべ100件くらいの相談がありました。７月に入ると一気に150件くらいになって、どんどん相談件数が増えています。ご本人はもちろんサポートステーションに来ますが、保護者の方も結構いらっしゃいます。全国の情報やいろんな所から情報を集めたり、ネットワークを広げたりして、ひきこもる若者達に立ち直ってもらう支援として、情報が行き渡るよう重点的にしているんですが、お母さんがポイントとして関わってくることが多いですね。広報でもお母さん向けにチラシも作ったりします。親へのアプローチもキチッとやっていこうと保護者向けセミナーもやっています。

　まず相談するにあたって、各相談窓口がありますが、保護者と本人の動き、思いが全然違うのです。まず働くということを頭において来れば、早い段階で働くことにつながっていく場合が多いのですが、それ以外ですと、まずコミュニケーション能力を高めることが第一歩かなと僕自身は思っています。そこで地道に、どういう方向を探っていこうかという話をしていく。そうしながら、確実に就業教育に関わっていければ、いいと思っています。

高校生の話のところで、いわゆるひきこもり、全くサポートステーションへも来られない方々への支援活動もしていますが、実際に話を聞いていく中で、あまり本人の領域にズカズカ踏み込んでしまうと、なかなか出て来られないという事例もあるので、ご両親が焦る気持ちも分かるのですが、そこをぐっと堪えていただいて、本人が自分のテリトリーから出て来るのを待ってもらう。そして、出て来てくれた時に、きちんと相談に乗れる体制というのをご両親が取れるようにしておく。そのための情報収集がしっかりしておく、今の社会情勢や地域の職場などがどうなっているかとか色んな情報を把握しておく。そして本人が社会へ出て行くときに、情報提供ができるようにしておく。この環境整備をしておくことがご両親の役割としても目的達成の方向としても重要だと思い、私どもサポートステーションでもアドバイスさせて頂いています。

石阪　かなり、きっかけは親御さん、まず、最初にお母さんが出てこられることが多いのですね。本人はその次の段階で親と一緒に出てくる、と。

一見　はい。まず保護者の方に来ていただいて、ちらしをお見せしながら、説明をさせていただきます。そしてちらしを持って帰っていただいて、ご本人とお話をしていただき、後日一緒に、出てきてくれた。という例がここ最近、３名ほどございます。ひきこもっている中で「そろそろ外へ出られるかな？」という状況のところで、たまたまお話があっただけかもしれないですが、サポートステーションに出てきてくださいます。最初は週に１回来るのがやっとだったのですが、一ヶ月ぐらいしたら週に２回。それから、週に３回、４回。今は先々週くらいから、週５日、一日２時間くらい、出て来られるようになったのはかなりの進歩だと思いますし、保護者の方もすごく喜んでくださっています。

12．企業と学校の連携における自立支援センターの役割

石阪　水谷さんにうかがいたいのですが、高校もいろいろな課題を抱えていらっしゃると思いますが、在学中での支援、それから企業サイドへの働きかけなど、その辺りを教えていただきたいのですが。

水谷　自立支援センターの話になりますが、高校から自立支援センターの方へ引き継ぐことができた、というケースが平成２０年度には９件ありました。その内８件が、先生が一人でまずみえて、その生徒の悩みを先生から聞く。それから次に、先生と保護者がみえる。最終的に先生と保護者と本人がみえる。そういった形でカウンセラーが３回、４回と話を聞かせていただき、ようやくつながった。それが在校生であったり、卒業生であったり、就職したが会社を辞めて無業の状態だったり状態はまちまちです。そういった子たち、若者と言わせていただきますが、彼らを引き継いで１年以内で、就労につながったケースがあります。今も元気で働いています。そういった子もいたり、30回、40回とカウンセリングをしても、少しの進歩はありますが、なかなかコミュニケーションが取りづらい若者もおります。それから、２、３回カウンセリングをしたら途絶えていく若者もおります。そういった状況ですので、先生方も悩まずに相談してください。保護者の方にも一人で抱えずに、こういう機関があることを紹介していただいて、ぜひとも引き継いでください。もちろん小学校、幼稚園ぐらいから積み上げてきたものですから、なかなか１年ぐらいでは「その子の性格が急に変わる」なんてことは考えていません。時間をかけて地道に取り組む必要があり、一人ひとりに対応をして、粘り強く諦めずに、いろいろな就労機関につないだり、就労や対話の訓練（トレーニング）をしています。そういった活動を取り組んでいくことで、まずはニート状態からの脱出を目指しています。

　それと、先生方も知って欲しいので、自立支援センターが立ち上がったのが19年で、19年度にはまず２校の学校で、この自立支援センターの取り組みを分かっていただき、紹介させていただきました。昨年度は20校に広げて、１校１校回って、このパンフレットで説明をして、内容を分かっていただき、つなぐ体制を取っていただきました。そして今年は45校につなげています。これは進学の多い学校、就職の多い学校ということは関係ありません。

若者が助けを求めてきた時、保護者から相談があった時に、どこも紹介してくれないではそこで支援が途切れてしまいますので、周知に取り組んでいます。来年は、全ての県立高等学校に行く予定です。もう説明をしに行かなくても、私共を知っていて、つないでくれる学校もあります。

ただなかなか、企業側に学校側から生徒を送った時に、「この子が辞めたら、ここを紹介してくれ」とそんなことは言えません。辞めるまでは、その子の可能性にかけていますから。

たとえば企業側から見て、離職する時に次も同じ繰り返しをする可能性高いかなと感じられた若者がいた場合は「次に、ハローワークもあるけど、他にもこういう自立支援センターのような選択肢もあるよ」と私たちを紹介してくれる。理想論ですがこういう取り組みも、もっと社会で認識されるといいと思っていますが、なかなか現実は理想どおりにいかないということで、悩んでいるところです。

13．あまり知られていない自立支援センター

石阪　自立支援センターの知名度を、上げるということはもちろんですが、今の課題は、実は高校の先生があまりここを知らないんですよね。水谷さんはいろいろと高校を回られて、たとえば中退してしまった人や、卒業後に仕事を辞めてしまった人は、「こういうところもあるので、是非一度ウチに言ってくれ」ということで、足を運ばれている。

実は企業もそうなのです。単に「辞めました。はい、さよなら」ではなくて、職を辞する人へのフォローが必要となります。たとえば、若者が人事担当者に辞職願を持っていきます。「一身上の都合で仕事を辞めます」と言った時に、その紙（自立支援センターのちらし）を１枚渡して「じゃあ、もし就職に困っていることがあったら、ここに行くようにしなさい」と、辞める人に対して、企業サイドもそれくらいのケアをして、みんなで若者を支えあう体制を作る。つまり、自分たちの会社や学校だけでは支えきれないもの。これはむしろみんなで、ここでいう自立支援センターが引き受ける、受け入れるという体制を三重県は作っていきたいわけです。

今まではやはり「自分たちのことは、自分たちでやらなければいけない」という意識が余りにも強すぎて、学校の先生も企業も、他のところには言いづらかった。ところが、今はそういうサポートは行政を中心にやってくれているので、むしろ「ここをもっと活用し、使ってください」ということを、水谷さんはおっしゃりたかったわけですね。

14．昔と今とは違う、働かない若者とそれを取り巻く地域社会

そういう意味で、世の中のしくみというのは、実は大きく変わってきているといえます。

おそらく昔から働かない人、ニートと言われる人は居たと思うのです。ところが、かつては家庭や企業や地域の人や社会がフォローし、温かく見守る体制があったわけです。ところがこの数十年間、そのしくみが大きく崩れてきた。結果的には、どうしていいか分からない若者たちが、逆に街に溢れてしまった。だから、数そのものはそう変わっていないにしても、実際にケアする、支援するしくみそのものがなくなってしまった。

そこで、これを支えるものを新しくつくっていかなければならないわけです。つまり今までの家庭、学校、地域に変わるようなものを作っていかなければいけなくなったんです。

ですから、若者支援については、若者自身や親だけの問題に還元してしまうだけではなく、最終的にはそれをまわりがどう支援していくのか、をみんなで考えていくことが求められます。今日の私たちのシンポジウムはそのような機会となっているといえましょう。

15．質疑応答（質問用紙→パネリスト）

質問用紙をご来場の皆さんにお配りし回答をいただきました。いくつかありますので、それを少し紹介させていただいて、答えられる範囲で、パネリストの方にお答えいただきたいと思います。

まずこれはいくつかあったのですが、ひきこもりのケースですね。

『家にひきこもっています。ストレス発散のために、ゲームをやっている。昼も夜もやっている。一日中そういうことをしていて、こちらの気が狂いそうになる。止めさせることもできず、止めると暴力もあり、生きる元気もなくなる、不安定になる』こうおっしゃっています。

「ひきこもっている、どうしよう」こういった悩みを抱えている親御さんは、ある意味では、たくさんいらっしゃると思います。「どうすればいいか」この場でお答えいただくのは、難しいと思いますが、まずはどうするかというお話。

もう一つは『一応社会には出ているのですが、派遣を渡り歩いている息子がいる。将来が心配だ。派遣労働で家族を養っていけるのかとか、そういうことで不安定だ』という意見がありました。

　それから『勝ち組、負け組、という言葉がありますが、どのように捉えていいのか。流行り言葉に傷つき、なかなか自分に自信を持てない人も多い。こういった枠にはめ込んでしまう風潮が、社会には存在しているのではないか』このあたりのことでした。答えられるもので結構なのですが、太田先生、いかがでしょうか？

太田　最初のご質問ですが、特に朝晩関係なく、働く気もない、ゲームばかりやっている子を見ていると「こちらが苦しい」と思うところが、私は一番重要だと思うのです。先ほどもありましたように、今の子は、やはり社会的に望ましいと思われるような行動をとっていない。２つ目のご質問の派遣を渡り歩いている子がいることもそうですが、それを見ている親が、どうしようもなく居たたまれなくなり、自分で自分の感情を抑えきれずにどうしたらいいのか。それで、保護者の方がこういうご質問を出してくださった。

まずそれが、問題解決の第一歩です。ここへ来ていただいた。これを出していただいた。じゃあ次は個別に、お母さん、お父さん、ご家族の方と「一緒にその問題をつぶさに考えましょう」ということです。

だから保護者の方は、最初は相談者なのですが、その方が一緒にいろいろな教育関係の人たちと連携して問題解決の援助者になることです。最初は「苦しい、辛い、大変だ」というその思いを、安心して受け止めてくれる場所だということを、対談して、確認していただく。そして何度か来ていただいて、せめて自分の現状を冷静に受け止め、気持ちをコントロールしていただくようにサポートする。

その次が、じゃあ日常的にもう少し新たに、いろいろな局面を見ることができるようなチェックポイントを作りながら、「どんなサポートがあなたのお子さんには有効なのか考えましょう」というところに移るわけです。

何しろわが子ですから、その家にひきこもっているお子さんに対し、最も多く情報を持っている。しかもその知りえた情報は、ご家族以外に持っている人はいません。どんな医者や看護師、カウンセラーでも、お父さん、お母さん、ご家族に勝てる人はいません。ですから、その方が援助をする側の仲間に加われば、これは千人力です。だから、そういうふうに変わってきた時に「あ、どうもお母さんが（センターに）行くようになって帰ってきたら、お母さんが元気になる」となると、子どももそれが友好的な態度であるということを認識して、援助に対して肯定感を持つようになるということです。

三つ目のご質問の「勝ち組、負け組」の流行語は、非常に心を痛める。価値観なんていうのはその人の頭にあるだけです。「自分が今生きている。今生きている。」その存在だけで命を支えられている人がいるんだ、ということです。命の原点に帰ってものを見る見方ができないと、職にありつけた・ありつけない、その職は続いたか・続かない、といった評価基準だけで人を蹴ってしまっては、もう人類は滅びてしまうということは明らかですね（笑）。こういう流行語的な考え方については慎まなければならないと思います。

石阪　一見さんはいかがでしょうか？ご質問に対して、お答えできることがありますか？お答えできる範囲でかまいませんが。

一見　そうですね。サポートをしていくなかで、自分自身がどんな性格で、何に興味があって、どういう方向性で行くかということを、うまく認識できていない人が多い。さらに、自分自身の判断、責任において行動するという事を、今までやってこなかった、そんな若者たちが多い気がします。

まずは自己覚知の部分で、自分自身で判断できるように、自分自身で認識していけるようにカウンセリングをし、サポート活動をしています。

「勝ち組、負け組」に関しても、派遣を渡り歩いている人も、自分自身のやりたい事を見つけられてないんじゃないかなぁ、そんな感じがします。

ご質問の「ネットゲームのひきこもり」ですが、インターネットを通してのオンラインゲームって、どのようなものかと思って、実は私も一回やってみました。いやー、あれはよくできていますね、これは結構ハマります。本当にハマるようにできていて、仮想空間の中で、友達も作れるし、擬似的なコミュニケーションではありますが楽しめるようになっています。それが現実であるかのような、錯覚に陥る。そこから抜け出せと言われても、なかなか抜け出せません。でも数ヶ月の段階の中で飽きてくる、その世界でできた友人や仲間が一人、二人と抜けていくんです。だからそういうゲームにはまっている子というのは、幾つもの違う種類のオンラインゲームに、どんどん嵌っていく。私が聞いた中には16種類のゲームを換えた子がいました。そういう形で、今16どころか100個以上のオンラインゲームがあると思います。そういうふうに、渡り歩いている時というのは、自分自身について、ある意味では、考えている時期でもあるという事でもあります。そのタイミングを掴む事は難しいけれども、そのタイミングを掴んで、現実の世界へ戻すことができれば、けっこうすんなりいけるかもしれないなと最近は考えています。

水谷　ひきこもりや就労に関する支援について相談されたい家族（保護者）の方がいましたら、アスト津３Ｆにセンターがありますので、この後一歩踏み出して相談に来ていただければと思います。

16．全体の総括と今後への課題

石阪　ありがとうございます。いくつか事例を紹介しました。本当はもっと皆さんにお話を伺いたかったのですが、時間がまいりました。

今日のお話をまとめるとなると難しいのですが、一つ言える事は、ニート、ひきこもりの問題は、家庭や親や当事者だけの問題ではなくなってきているということです。つまり、家に、ひきこもりやニートがいる。もしくは自分がそうなってしまった。すると、当事者は自分を責める。もっと言えば自己否定感「自分が悪いのではないか」、そういう感情を持たれてしまう傾向がある。そうではないと思うのです。この問題は、自分や自分の家の問題ではなく、むしろ社会全体の問題だろうと思っています。

ですから、一つには政策提言も必要になってきますし、それと同時に、みんなでそれを支え合うしくみを新たに作っていくことも必要です。自分だけで抱え込むのではなく、自立支援センターや、サポートステーションがある。そして、学校には先生がいる。さらに、今まではあまりこの問題に関わってこなかった、父親や近所の人まで巻き込んで、若者を見守っていくしくみ作りを、今後は進めていく必要があるのです。

毎年このようなイベントを開いたり、三重県でネットワークを作ったりしているのは、それぞれバラバラで活動をしていた人が、一緒になってサポートをすることによって、総合的に若者支援を進めるしくみ・体制をつくっていくためです。

三重県では幸いにも、お互いが喧嘩することなく、仲良くネットワークを作っています。あとはその裾野がどんどん広がって、既存のネットワーク以外の皆さんまで協力の輪が広がることが必要です。

今日のこのイベントが、そのためのきっかけになればと思います。今日、お越しの方の中にも、いろいろな方がいらっしゃると思います。当事者の方、ご家族の方、実際に支援をされている方、教育関係の方、行政の方、それぞれのお立場で、みなさんがこれから、どういう若者支援の可能性があるか、ぜひ考えていただきたいと思います。それと、何か支援をしてほしい、相談に乗ってほしいということがあれば、この後ぜひ、相談コーナーの方に足を運んでいただきたいと思います。

それでは、今日はパネリストのみなさんに、それぞれのお立場から、若者の就労支援についてご提言をいただきました。どうもありがとうございました。それでは、時間が来ましたので、以上で終わらせていただきます。（会場拍手）

以上
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  　　　一見　俊介（いが若者サポートステーション


総括コーディネーター）


                  水谷　正樹（三重県教育委員会高校教育室
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